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1
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1気
司
守
し
れ

:
4
3守
3
3
1

裕

国
際
貿
易
の
均
衡
化
プ
ロ
セ
ス
を
為
替
需
給
の
安
定
性
論
を
利
用

し
て
統
一
的
に
解
明
し
た
こ
と
。

2

園
際
貿
易
の
純
粋
理
論
を
濁
立
の
一
章
と
し
て
そ
の
披
充
を
は
か

っ
た
こ
と
。

3

外
園
反
作
用
分
析
を
か
な
り
詳
細
に
取
扱
い
、
図
際
貿
易
の
績
張

的
均
衡
の
方
途
を
探
究
し
て
み
た
こ
と
。

4
経
済
毅
展
と
園
際
貿
易
の
基
本
関
連
に
づ
い
て
ま
っ
た
く
新
た
な

展
開
を
試
み
た
こ
と
。

以
上
の
四
貼
の
う
ち
、
特
に
本
書
を
ユ
ニ
ー
ク
な
ら
し
め
て
い
る
の
は

2
と
4
で
あ
ろ
う
。

2
は
著
者
濁
自
の
同
心
図
的
手
法
を
用
い
た
解
明
で

あ
っ
て
、
著
者
の
方
法
の
有
放
な
こ
と
は
拳
界
の
す
で
に
認
め
る
所
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
4
は
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
い
う

よ
う
に
経
済
波
展
と
園
際
貿
易
の
基
本
闘
速
を
明
ら
か
に
す
る
理
論
を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
貿
易
理
論
は
ほ
ん
と
う
に
役
に
立
づ
も
の
と
息
わ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
著
者
は
園
際
的
生
産
要
素
債
格
均
等
化
論
を
基
盤
と
し
て

新
し
い
理
論
の
展
開
を
試
み
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
最
近
、

経
済
後
展
と
園
際
貿
易
に
関
す
る
研
究
を
持
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
然
し
、
著
者
が
本
書
で
試
み
て
い
る
よ
う
な
産
業
構
浩
の
愛
化
を
含

む
経
済
稜
展
と
国
際
貿
易
の
闘
速
を
真
正
面
か
ら
扱
っ
た
も
の
は
無
い
と

い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
長
期
動
態
モ
デ
ル
は
赤
松
要
博
士
還
暦
記
念
論
集
「
経
済
政
策

と
園
際
貿
易
」
(
昭
三
二
・
十
一
一
)
所
収
の
論
文
、
「
資
本
蓄
積
と
園
際
分

業

1
i
赤
松
博
士
『
産
業
設
展
の
雁
行
形
態
』
の
一
展
開

l
l」
に
お
い

て
更
に
検
討
を
加
え
ら
れ
て
お
り
、
経
済
研
究
第
八
巻
第
三
統
合
九
五

清
著
『
外
図
貿
易
・
新
版
』

(
昭
三
二
・
四
春
秋
一
位
、
本
文
二
七
四
頁
V

小
島

lH:l 
7に

田

1 

昭
和
二
十
五
年
に
出
版
さ
れ
て
以
来
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
園
際
経
済

撃
の
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
本
書
の
新
版
が
奮
版
を
ほ
と
ん
ど
全

般
に
わ
た
っ
て
改
訂
の
上
出
版
さ
れ
た
。
こ
L
十
年
近
く
の
聞
の
困
際
経

済
学
の
端
技
展
は
著
者
自
身
の
業
績
を
含
め
て
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
ヮ
た

-
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
後
展
を
十
分
に
と
り
入
れ
た
ロ
]
Y
E
ム
色
。
な

邦
語
テ
キ
ス
ト
を
持
ヲ
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
何
よ
り
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。新

版
は
奮
版
に
比
べ
て
か
な
り
理
論
水
準
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
著
者

は
新
版
序
の
中
で
自
ら
新
版
の
新
し
い
展
開
を
弐
の
四
つ
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
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七
・
七
〉
所
載
の
論
文
「
資
本
蓄
積
と
産
業
構
造
L

に
お
い
て
は
一
国
の

産
業
構
造
高
度
化
に
伴
う
諸
問
題
の
分
析
の
魚
に
も
こ
の
主
ア
ル
が
有
数

で
あ
る
こ
と
を
日
本
経
済
に
つ
い
て
賓
鐙
し
て
お
ら
れ
る
。
本
書
の
長
期

動
態
モ
デ
ル
は
恐
ら
く
著
者
の
今
後
の
思
索
の
中
心
と
な
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。著

者
の
問
題
意
識
は
わ
が
園
の
よ
う
な
園
際
的
地
位
に
あ
る
園
特
有
の

も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
先
進
園
と
い
わ
れ
る
欧
米
諸
国
の
事
者
に
は

求
め
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
著
者
の
研
究
の
完
成
を
祈
る

と
共
に
、
わ
が
園
の
園
際
経
済
に
闘
心
を
持
つ
諸
撃
者
が
著
者
と
共
に
考

え
、
新
理
論
の
完
成
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
と
希
望
す
る
。

著
者
は
数
字
例
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
方

法
は
護
者
に
と
っ
て
と
り
っ
き
易
い
一
面
、
す
っ
き
り
し
た
理
解
を
困
難

に
す
る
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
私
は
著
者
の
モ
デ
ル
を
少

し
だ
け
一
般
化
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
の
讃
者
の
理
解
に
資

す
る
と
共
に
、
私
自
身
の
考
を
若
干
の
ぺ
て
著
者
の
今
後
の
思
索
に
幾
分

で
も
寄
興
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

園
際
経
済
の
長
期
動
態
モ
デ
ル

評

著
者
の
モ
デ
ル
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
進
園
A
、
後
進
園
B
及
び
中

進
園
C
の
三
園
が
存
在
す
る
。
生
産
要
素
は
労
働
と
資
本
の
二
つ
だ
け
で

あ
っ
て
、
能
率
は
各
園
に
つ
い
て
等
し
い
。
労
働
の
賦
存
量
は
或
る
資
本

蓄
積
段
階
に
お
い
て
各
園
共
に
き
。
車
位
で
あ
る
が
資
本
の
そ
れ
は
A
園

は
苫
。
皐
位
、

B
園
は
い
c
o
車
位
、

C
園
は

8
0
単
位
で
あ
る
も
の
と
す

る
。
各
園
は
こ
っ
の
生
産
要
素
を
使
っ
て
繊
維
工
業
品
(
軽
工
業
品
)
X
、

書(67 ) 

J 、

l 

農
産
物
Y
、
重
化
事
工
業
品
Z
を
生
産
出
来
る
。
生
産
函
数
は
ダ
グ
ラ
ス

型
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
三
園
に
つ
い
て
共
通
で
あ
る
o

各
財
の
生
産
函
数
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

(
H

八
日
町
会
)

こ
L

で、

P
は
添
字
の
あ
ら
わ
す
財
の
生
産
量
で
、

L
と
C
は
そ
れ
ぞ
れ

添
字
の
あ
ら
わ
す
財
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
労
働
量
と
資
本
量
で
あ
る
。

明
ら
か
に
、

z
、

x、
Y
財
の
順
序
に
資
本
集
約
的
で
あ
る
。
又
、

c
一L

に
輿
え
ら
れ
た
限
定
は
各
財
の
生
産
函
数
域
を
あ
ら
わ
す
。

各
生
産
要
素
の
債
格
は
限
界
生
産
力
に
よ
っ
て
き
ま
る
も
の
と
す
る
。

各
財
で
測
っ
た
労
働
の
債
格
を
九
、
資
本
の
債
格
を
ん
と
す
れ
ば
、

へ
'EHF-w

(
H
-
N〉
ん

川

帆子
H
K

斗

(
H
-
H
)
 

旬
以

N
H
(
と
)

ω

・
(C)叫

l

N
U
同
H
H
(
ト吋
)

U

J

・
令
吋
〉
叶

旬
以

H
H
2
H
)
寸
・

(qL
円)汁

(
世

H

H

N

u

N

N

)

(
内
八
山
い
八
H

)

(
オ
吋
八

N

)

た
立
し
、
例
え
ば
FM
は
Y
財
生
産
一
に
用
い
ら
れ
る
労
働
の
債
格
で
あ
る
o

N

E

i

 

又
、
ん
と
れ
は
れ
い
式
の
ん
と
仇
の
築
で
あ
る
。
例
え
ば
、

'PH1H

・
!
ド

ω
』
い

M
吋

で
あ
る
。

各
財
の
コ
ス
ト
を
献
労
働
で
測
っ
て
、
そ
れ
を
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第一競第三十九巻

「
i

u

例
え
ば
、

3
-
H
1ト
・
ー
で
あ
る
。
財
の
債
格
は
コ
ス
ト
に
等
し
い
も
の

~
u吋

N

一橋論叢

と
す
る
。

横
軸
に
L
を
縦
軸
に
C
を
と
っ
て
U
式
か
ら
得
ら
れ
る
生
産
無
差
別
曲

線
を
描
く
と
、

Y
財
の
生
産
無
差
別
曲
線
群
は
、

。H
V
W

。Hわ

の
雨
直
線
で
固
ま
れ
た
部
分
に
描
か
れ
、

X
財
の
そ
れ
は
、

。
H
ト
~
ぃ
・
。
H
N』い

N

、

Z
財
の
そ
れ
は
、

。
H
』いu

。
H
A干』い

の
雨
直
線
で
固
ま
れ
た
部
分
に
描
か
れ
る
。
生
産
無
差
別
曲
線
は
次
式
で

あ
ら
わ
さ
れ
る
。

D
H
F
(
「

)

判

阿

J
N
)

た
立
し
、
ん
は
初
期
保
件
に
よ
っ
て
き
ま
る
常
数
で
あ
る
。
生
産
無
差
別

曲
線
の
傾
斜
す
な
わ
ち
二
つ
の
生
産
要
素
の
債
格
比
は
、

(

H

-

K

H

)

 

(
N
H
N
W
 

(

F

M

)

 

同
町
同

H
b
r
p
h円

九』
U

執

H
S
L『
帆

ト

軌

(
帆
川

H
N
W
M
J
N
)

J 、

f
r，
。
ル

従
っ
て
、
生
産
無
差
別
曲
線
と
原
知
奇
通
る
動
径
と
の
交
貼
に
お
け
る
切

線
の
傾
斜
は
ど
の
黙
に
お
い
て
も
等
し
い
。
例
え
ば
各
財
の
生
産
爾
数
域

」♂悼

の
下
限
を
な
す
動
径
上
の
鮎
は
、

|
|
H
l
の
時
の
生
産
貼
を
あ
ら
わ

¥句。

す
こ
と
に
な
る
。

各
園
内
で
は
生
産
要
素
の
移
動
は
自
由
で
あ
っ
て
、
そ
の
債
格
は
ど
の

財
の
生
産
に
用
い
ら
れ
で
も
等

L
く
、
か
っ
、
全
て
の
生
産
要
素
が
常
に

完
全
に
雇
傭
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
二
つ
の
生
産
要
素
の
償

格
比
が
興
え
ら
れ
、
か
っ
三
財
の
う
ち
任
意
の
一
財
の
生
産
量
が
輿
え
ら

れ
る
(
そ
の
時
そ
の
財
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
生
産
要
素
の
量
が
定
ま

る
)
と
三
財
の
生
産
量
は
定
ま
る
(
た
Y

し
、
一
財
の
み
生
産
可
能
の
相
場

合
が
あ
る
)
。
各
財
の
生
産
量
が
ど
の
よ
う
に
き
ま
る
か
は
第
一
な
い
し

第
三
闘
の
ボ
ッ
ク
ス
・
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一

園
は
A
圏
、
第
二
闘
は

B
園
、
第
三
園
は
C
園
の
ボ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ヤ
グ
ラ

ム
で
あ
る
が
弘
、

V
H
、
九
は

'
F
H
¥
q
H
H
H
N
の
時
の
各
財
の
生
産
貼
を

ハU

ハU
A

U

H

d

 

あ
ら
わ
す
動
径
で
、
各
動
径
は
、
。
H
H
1ト
Hu
。吋
HHLリ
ト
明
。
hHHNVN

N

4

 

で
あ
ら
わ
さ
れ
る

O
L、
丸
、
九
は
、
¥
』
PH¥qHHHHH-M
の
時
の
各
財
の

日

u
n
u
n
υ

生
産
鮎
を
あ
ら
わ
す
動
径
で
、
各
動
径
は
、

q
H
H
W
F
C
H
V
F

、司

(
1〉

C
H州
』
い
同
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
c

完
全
一
層
備
を
保
詮
す
る
よ
う
な
生
産
量

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
固
か
ら
分
る
の
で
あ
る
が
、
ん
と
ん
の
比

が
一
釣
二
と
一
封
一
・
五
の
場
合
に
分
け
て
考
察
し
よ
う
。

(
1
)
¥』P
H
¥
q
H
H
H
N
の
場
合
υ

ま
ず
、

A
国
の
生
産
は
Z
財
の
み
で
あ

P .-

Jト

68 

民ι ー



i 

第
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(0900 
o 

900 =.---
Cコ
Cコ

。

。

Cコ

る
。
従
っ
て
、

公
飢
え

PH(EE)
咋(。以下
E
思
g
h
H申
mHMO)

5
1
(
H
S
l
y包
)

J
叶

(
H
S
l
T旬。)吋

評

(
H
・
m・H
)

同

u
S
H
3
0
0
)
叶
(
唱
。
。
)
J
「

B
園
に
つ
い
て
は
生
産
量
が
興
え
ら
れ
る
任
意
の
一
財
を
X
財
と
す
る

と
、
他
の
二
財
の
生
産
量
は
次
の
如
く
に
き
ま
る
。

一、3
H
P
S
l
h』い
い

3
J
J

弐
N
O
O
l
h
q単
J
J叶

一
!
、

/

ω

B

，、L
f

u

t

‘
¥

書

C
固
に
つ
い
て
は
生
産
量
が
奥
え
ら
れ
る
任
意
の
財
を
Z
財
と
す
る
と
、

他
の
二
財
の
生
産
量
は
、

(69 ) 
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白人
F
)
1叶
(
。
旬
。
)
吋

(
ω
g
m
g臥
u
g、
ω
g

m
。
同
。
川
川

MCC)

(
2
)
¥』PHK，

q
H
H
H
H
-
M
の
揚
合
。

A
固
に
つ
い
て

Z
財
の
生
産
量
が
興

え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

一橋論叢

F
H
(
ーさ
+
N
C
S
)咋
(
|
ω
g
+
吐
息
)
斗

(
H
-

一--H
)

J
S
H
(
g
l
u
t
s
-
(
ロ。。
l
y
s
)
l叶

B 
園
で
は
Y 
財
耳〉

み

が 11八コ
生 ~C) L 
ri'T " 
.~ I~ ~ 
れ ~\ーイ
る J 工!'"。， ぜ。コ

同

" ミ
¥」ー/

ω|悶

(
品

MO川
川
~
ぃ

NSM川
市
山

c
c
u
E
C
C

(
H

・一
1

・
N
)

、sH
(
唱。。
)ω(ucc)ω

C
固
に
つ
い
て
は
Z
財
の
生
産
量
が
興
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

(
F
H
(
N
S
)
れ
(
y
b
)斗

(

同

可

い

)

一

3
1
(叩

S
l
u
g
)斗
(
g
c
l
山

c
t

j、
f-

一、岡市

(S)叶

(p)吋

/
C。川位。。)

'
P
H
」
♂
が

H
H
N
の
場
合
と

H
H
H・
印
の
場
合
を
比
べ
れ
ば
後
者
の
場

合
の
方
が
勢
働
の
生
産
性
が
相
針
的
に
高
い
わ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
、
生

産
物
の
コ
ス
ト
も
低
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
場
合
が
前
者
の
場
合

に
比
べ
て
高
い
能
率
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
叉
、
例
え
ば

B
園
は
¥
』
UHK.qHHHHN
の
場
合
は
二
財
又
は
三
財
を
生
産
す
る
が
、

LPH

¥
q
H
H
L
-
M
の
場
合
は
た
刊
誌
一
財
を
生
産
す
る
O

B
園
が
よ
り
多
く
の
種

類
の
財
を
生
産
す
る
場
合
に
生
産
が
多
様
化
す
る
と
名
づ
け
る
。

三
財
の
コ
ス
ト
、
従
っ
て
、
債
格
は
一
定
の
能
率
段
階
に
お
い
て
は
生

産
さ
れ
る
且
一
旦
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
会
-
C

式
の
生
産
函
教
が
一
次
同
次
で
あ
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
能
率
段
階
が

獲
る
こ
と
は
三
財
の
コ
ス
ト
が
襲
弘
、
従
っ
て
、
三
財
の
債
格
比
が
獲
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
=
一
財
の
債
格
比
を
所
奥
と
す
れ
ば
、
上
述
の
傑
件
を

満
た
す
翁
に
と
ら
る
べ
き
能
率
段
階
は
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
問
題
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ム
、

B
及
び
C
園
が
労
働
と
資
本

の
比
率
が
等
し
い
段
階
か
ら
出
裂
す
る
も
の
と
し
て
、
各
国
の
資
本
形
成

率
が
異
な
る
魚
に
或
る
時
期
(
以
後
、
今
期
と
い
う
)
に
上
述
の
資
本
と

労
働
の
賦
存
量
の
比
率
を
持
つ
に
到
っ
た
と
す
る
。
直
前
の
期
に
お
け
る

資
本
・
労
働
の
比
率
の
段
階
に
お
い
て
は
三
園
の
要
素
債
格
比
は
等
し
く

(
従
っ
て
三
財
の
債
格
比
も
三
固
に
つ
い
て
等
し
い
て
世
界
的
に
資
源

が
最
遜
配
分
さ
れ
て
お
り
、
三
一
園
の
園
際
枚
支
も
均
衡
し
て
お
り
世
界
経

済
は
調
和
を
保
っ
て
い
た
と
限
定
し
よ
う
。
今
期
に
お
い
て
、
一
一
一
因
の
資
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評

本
・
努
働
比
率
が
慶
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
期
に
お
い
て
も
、
世
界
経

済
が
調
和
を
持
ち
績
け
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
係
件
の
下

に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
も
し
、
何
等
か
の
理
由
で
、
要
素
債
格
比

率
が
園
際
的
に
均
等
に
な
る
こ
と
が
出
来
ず
従
っ
て
資
源
の
最
遁
配
分
が

行
わ
れ
な
い
(
す
な
わ
ち
、
世
界
経
済
は
非
調
和
的
で
あ
る
)
と
す
る
な

ら
ば
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

動
態
的
な
世
界
経
済
に
お
い
て
は
先
進
国
A
の
立
場
が
指
導
的
で
あ
る

と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
、

A
園
が
或
る
能
率
段
階
に
達
し
て
、

三
財
の
債
格
比
率
が

P
公

H
N
W
N
S
を
-z
財
の
債
格
と
し
て
の

R

G
H
H
G
h
u
H
H

ニ-
E
N
L
-
H
む
と
な
り
、
こ
の
比
率
が
世
界
債
格
比
率
と

し
て
支
配
的
に
な
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
債
格
比
率
は

¥
h
h
q
H
H
H
H
-
u

の
能
率
段
階
に
封
摩
す
る
も
の
で
あ
る
ο

こ
の
能
率
段
階
で
は
宇
吋

-c

t
G・可・
3
式
か
ら
分
る
よ
う
に
困
際
的
な
資
源
の
最
遁
配
分
が
な
さ
れ

る
潟
に
は
B
園
で
は
Y
財
に
生
産
特
化
し
、

A
園
及
び
C
園
で
は
三
財
を

生
産
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
、

A
闘
が
Z
財
の
世
界
需
要
を
全
て
浦

し、

C
園
が
Z
財
を
生
産
し
な
い
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
(

H

・可・

3
式
か

ら
分
る
よ
う
に

C
園
は
X
財
に
生
産
特
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
吠
態
の
下

で
三
財
の
世
界
的
需
給
が
一
致
し
、
三
園
の
園
際
枚
支
も
均
衡
す
る
な
ら

ば
わ
れ
わ
れ
は
調
和
的
な
国
際
分
業
燈
制
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
髄
制
を
世
界
経
済
の
争
昨
和
平
山
町
酔
か
卦
ん
や
た
白
井
骨

化
と
呼
ぶ
こ
と
も
出
来
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
財
を
生
産
し
多
様
化
し
て
い
る

A
園
は
X
財、

Y
財
の

稔
入
を
全
然
必
要
と
し
な
い
か
又
は
わ
ず
か
し
か
必
要
と
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
結
果
、

C
園
と
B
国
は
救
い
難
い
封
A
入
超
に
陪
り
、
や

書(71 ) 

が
て

A
園
か
ら
の
総
入
品
を
白
闘
で
生
産
す
る
よ
う
に
産
業
構
法
を
鑓
え

ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
然
し
、

C
園
は
同
じ
能
率
段
階
で
生
産
を

多
様
化
出
来
る
が
、
B
園
は
能
率
段
階
を
例
え
ば

'
F
H
¥司
H
H
H
H
N
ま
で

下
げ
る
こ
と
な
し
に
は
生
産
を
多
様
化
す
る
こ
と
は
出
来
、
ず
、
そ
う
な
れ

ば
、
B
園
の
コ
ス
ト
は
他
園
に
比
べ
て
高
く
な
る
か
ら
も
は
や
自
由
貿
易

償
制
を
績
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
も
し
、

A
園
が
更
に
能
率
段
階
を
高

め、

C
園
も
A
園
よ
り
低
い
能
率
段
階
に
止
ま
ら
な
い
限
り
封
A
入
超
を

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
す
る
な
ら
ば
C
園
も
自
由
貿
易
を
拾
て
ね
ば

な
ら
ぬ
場
合
も
生
じ
よ
う
。
こ
L

に
、
わ
れ
わ
れ
は
砕
世
昨
子
骨
ロ
砂
押

J

た
世
界
貿
易
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
世
界
経
済
を
非
調
和
的
に
す
る
の
は
A
園
の
態
度
ば
か
り

で
は
な
い

0

・P
H
¥
q
H
H
L
M

の
能
率
段
階
で
B
園
が
何
等
か
の
理
由
で

生
産
を
多
様
化
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
自
ら
能
率
段
階
を
引
下
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
能
率
を
犠
牲
に
し
た
多
様
化
選

好
に
よ
る
世
界
経
済
の
非
調
和
化
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
更
に
蓄
積
の
段
階
が
進
ん
だ
揚
A
口
を
想
定
す
る
こ
と
も
出

来
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
の
先
進
園
A
の
能
率
段
階
が
い
か
な
る
も
の
で

あ
る
か
に
従
っ
て
、
他
の
二
闘
は
再
調
整
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
保
件
の
下
で
再
調
整
が
う
ま
く
行
っ
て
各
園
の
産
業
構

成
が
高
度
化
し
な
が
ら
調
和
的
な
園
際
分
業
鰻
制
が
維
持
さ
れ
る
か
或

は
、
ど
の
よ
う
な
僚
件
の
下
で
構
治
的
不
均
衡
が
生
じ
そ
れ
が
深
化
す
る

か
を
以
上
の
モ
デ
ル
に
基
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

若
干
の
コ
メ
ン
ト

一，

、

71 
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〈
一
〉
需
要
側
の
問
題
を
は
ぶ
く
こ
と
に
つ
い
て
。

著
者
は
需
要
の
問
題
を
は
ぶ
き
、
世
界
債
格
比
率
を
輿
え
ら
れ
た
も
の

と
し
、
し
か
も
大
鐘
に
お
い
て
世
界
債
格
比
率
は
先
進
園
A
の
圏
内
債
格

比
率
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
と
寂
定
し
て
い
る
υ

こ
の
こ
と
は
モ
デ
ル
を

簡
寧
に
す
る
魚
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
潟

に
二
、
三
の
不
明
確
な
貼
が
残
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
う
。
第
一
に
、
園
際

均
衡
の
成
立
に
つ
い
て
か
な
り
あ
い
ま
い
な
仮
定
を
設
け
ね
ば
な
ら
な
か

っ
'
た
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
三
園
が
生
産
す
る
各
財
の
量
を
仮
設
例
の
数

字
か
ら
計
算
し
、
三
園
聞
の
貿
易
方
向
を
推
定
し
て
、
各
国
の
貿
易
収
支

が
均
衡
し
そ
う
な
場
合
に
園
際
均
衡
が
成
立
す
る
と
判
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
判
定
基
準
は
い
さ
さ
か
モ
デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
巌
密
さ
を

紋
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筒
向
早
な
形
で
需
要
の
傑
件
を
モ
デ
ル
に
入
れ
、

一
ニ
財
の
需
給
が
世
界
的
に
ゴ
叙
し
、
か
づ
、
要
素
債
格
が
世
界
的
に
均
等

で
あ
る
時
、
世
界
経
済
が
調
和
的
で
あ
る
と
判
定
し
た
方
が
主
ア
ル
の
簡

明
さ
を
損
う
こ
と
な
し
に
調
和
牲
の
判
定
基
準
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
自
渡
的
な
園
際
資
本
移
動
を
含
め
て
考

え
て
各
国
の
園
際
政
支
は
均
衡
す
る
も
の
と
考
え
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
第
二
に
、
著
者
は
世
界
経
済
を
調
和
的
な
ら
し
め
る
翁
に
、
先
進

園
A
が
自
国
だ
け
の
資
本
蓄
積
を
進
め
る
の
で
な
く
、
自
渡
的
な
資
本
移

動
を
通
じ
て
他
国
の
資
本
蓄
積
を
好
ま
し
い
程
度
に
引
上
げ
る
こ
と
や
、

絵
り
に
能
率
段
階
を
高
め
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
三

閣
の
遁
ム
ロ
固
な
資
本
・
労
働
比
率
、
遺
骨
回
な
能
率
段
階
の
判
定
基
準
も
需
要

側
の
僚
件
を
入
れ
る
こ
と
な
し
に
は
す
っ
き
り
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
第
三
に
、
先
進
国
A
の
圏
内
に
お
け
る
二
一
財
の
債
格
比
率
が
世
界
債

第一披第三十九巻一橋論叢

J 

格
比
率
を
支
配
す
る
と
い
う
仮
定
は
動
態
的
な
世
界
経
済
に
お
い
て
は
十

分
意
味
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
世
界
債
格

比
率
が
成
立
す
る
傑
件
を
求
め
て
、
こ
の
傑
件
と
資
、
源
の
最
遁
配
分
を
可

能
に
す
る
傑
件
と
の
闘
係
を
吟
味
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
潟

に
は
需
要
の
依
件
を
モ
デ
ル
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
又
、
こ
の

よ
う
に
す
れ
ば
、
能
率
段
階
を
世
界
的
に
高
め
る
始
後
園
は

B
園
又
は
、

C
園
と
し
て
扱
う
こ
と
も
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

(
ニ
)
財
の
生
産
組
合
せ
に
づ
い
て
。

モ
デ
ル
の
説
明
で
の
べ
た
よ
う
に
、
或
る
園
が
ご
一
財
の
生
産
組
合
せ
を

選
ぶ
時
に
は
、
何
れ
か
一
財
の
生
産
量
が
所
輿
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
一
財
は
い
わ
ば
戦
略
的
な
財
で
あ
る
。
奥
え
ら
れ
た
コ
一
財
の
債

格
比
率
の
も
と
で
は
他
の
二
財
の
生
産
量
は
自
動
的
に
き
ま
る
。
も
し
、

三
財
の
う
ち
こ
財
を
所
興
と
し
て
扱
う
と
す
る
な
ら
ば
他
の
一
財
の
生
産

量
と
必
要
な
能
率
段
階
の
時
変
化
が
決
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の

閥
係
を
モ
デ
ル
分
析
の
際
に
考
慮
す
れ
ば
、
資
本
蓄
積
を
軸
と
す
る
各
園

の
経
済
設
展
の
シ
ー
ソ
ー
-
ゲ
ー
ム
が
織
り
な
す
園
際
分
業
の
動
態
に
づ

い
て
更
に
興
味
あ
る
分
析
を
行
い
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
三
〉
資
本
・
酬
労
働
比
率
と
産
業
構
成
に
づ
い
て
。

著
者
の
モ
デ
ル
で
は
資
本
・
労
働
比
率
が
い
か
よ
う
で
あ
れ
、
三
財
の

生
産
組
合
せ
が
可
能
で
あ
る
o

然
し
、
長
期
動
態
モ
デ
ル
と
し
て
は
資

本
・
労
働
比
が
あ
る
大
き
さ
に
達
し
た
時
、
繊
維
工
業
品
X
の
産
業
を
導

入
出
来
、
一
史
に
大
き
な
或
る
値
を
持
つ
に
到
っ
た
時
重
化
挙
工
業
品
Z
の

産
業
を
導
入
出
来
る
と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
す
れ

ば
資
本
蓄
積
の
程
度
と
産
業
構
造
の
高
度
化
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
が
出

72 
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来
、
産
業
構
法
の
路
変
化
が
能
率
段
階
の
麹
化
を
伴
う
も
の
と
し
て
扱
う
こ

と
も
出
来
よ
う
。

(
四
)
著
者
は
三
園
が
お
の
お
の
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
資
本
形
成
率
を
持

っ
と
限
定
し
て
い
る
。
然
し
、
こ
の
限
定
は
著
者
の
比
較
成
長
率
の
原
理

を
十
分
に
生
か
す
も
の
と
い
い
難
い
よ
う
に
思
う
。
む
し
ろ
、
産
業
構
造

が
高
度
化
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
園
の
資
本
形
成
率
は
大
に
な
る
と
限
定
す

べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
園
が
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
を
と
る
か
否
か
は

著
者
の
モ
デ
ル
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
限
定
を

設
け
れ
ば
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
を
と
る
動
機
を
モ
デ
ル
の
内
部
で
取
扱
う

こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

(

1

)

著
者
は
叫
』
い
H
K
a
口
H
H
H
H
H

の
場
合
も
と
り
上
げ
て
い
る
が
固
形

が
複
雑
に
な
る
の
で
省
略
し
た
。

e

(

2

)

著
者
は
数
字
例
の
上
で
先
進
園

A
が
高
い
能
率
段
階
で
生
産
多

様
化
出
来
る
こ
と
を
根
擦
に
資
本
蓄
積
が
進
め
ば
図
際
分
業
化
し
て

い
て
も
生
産
多
様
化
が
出
来
る
と
い
っ
て
い
る
(
二
三
九
頁
)
が
生

産
函
数
域
の
き
め
方
に
よ
っ
て
は
中
進
園
、
後
進
園
で
も
生
産
多
様

化
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
資
本
蓄
積
の
程
度
と
多
様
化
の
関

係
は
本
文
の
よ
う
に
解
し
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。

(
宮
山
大
皐
助
教
授
)
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